◆鎌田一雄・米村俊一「視覚障害者への代替音声メッセージ提供における課題-支援技術とその利用技術—」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

　視覚に障害がある人たちへの情報サービスとして、テキストの符号化とテキスト読み上げ技術、および読み上げ専用装置とを用いた代替的な音声通報の提供がある[2,4,5]．このサービスには、コンピュータ(PC)、インターネットの利用を前提としないなどの利点もある．しかし、専用装置と音声通報を読み取る利用者との関係だけでは、サービスの活用は規定されない[3]．サービスの有効性に対しては、符号化テキスト（コンテンツ）を作成・提供する人たちの寄与が非常に大きい．ところが、実際の代替的な音声通報サービスの運用では、コンテンツ作成が不十分でサービスが実質的には機能していないものも見受けられる．

　本報告では、（１）コンテンツ作成が代替的な音声通報サービスの有効性を決定する重要な要因であること、（２）作成に関わる人たちにとっては、テキスト符号化と音声読み上げ技術との特性に関する認識が必要であること、さらには、（３）技術（サービス）を有効に活用するためには、特有な技術・スキル（メタ技術としての利用技術）の理解が必要であること、を主張する．

[image: image1.emf]　まず、代替的な音声通報の提供過程を説明する（図参照）．対象文書は、文字・テキストの他に図表類も含む．まず、符号化のために文書をテキスト表現する．つぎに、専用ソフトでテキストを符号化する（音声コード作成）．音声コードを紙に印刷し、利用者に提供する．利用者は、専用読み取り装置（復号化と音声読み上げ）によって、必要な記事（テキスト内容）を聴いて内容を理解（情報を入手）する．

　この過程で、いくつかの課題が実験などからわかっている[3]．（１）機械によるテキストの音声読み上げでは誤りが起こる（完全な読み上げではない）．（２）必要な内容を容易に聴き取る（理解する）には、記事探索が容易なメッセージ構造などが必要である（音声メッセージの内容と構造）．（３）紙に印刷された音声コードを読み上げ装置にセットし、装置を適切に操作できるように音声コード印刷媒体の配慮が必要である（音声コードをセットできない資料もある）．

　これらの課題は、音声符号化、テキストの音声読み上げなどのコア技術に起因するところもある．しかし、障害がある人たちへの支援技術は、支援機器だけで規定されるわけではない[1]．ここでの検討対象も、コンテンツ作成・提供においてサービスを支える技術特性を理解し、どのように活用するかという利用技術（利用のスキル）がより重要な要因となる．例えば、上記項目(1)の不完全な読みには、文書のテキスト表現で読み上げ誤りがないような書き換えが必要である（漢字のひらがな表記など）． 項目(2)に対しては、聴覚的受容（聴いて）わかりやすいテキスト表現が必要である．さらには、写真、図表のテキスト記述（説明）課題もある．また、文書の視覚的受容とまったく異なる一次元的な音声受容特性を反映した記事の表現と構造化とが、容易な記事探索のためには必要となる．項目(3)では、厚い冊子体の各ページに音声コードを印刷して提供し、読み手が読み取り装置に必要な記事がセットできないなどの問題も起こっており、利用・操作の状況を十分に把握した構成と提供が必要である．

　これらの課題への対応は、基本的にはコンテンツ作成に関わる人達が技術を的確に理解し、その適切な利用のための知識・スキル（技術を利用するためのメタ技術としての利用技術）を身につけることであると主張できる．しかし、この利用技術の必要性の認識と理解を促進するためには、技術だけではなく広く社会的要因などの検討も必要となる[1]．すなわち、道具を開発したとき、道具を利用する人が適切な利用となるための知識が必要であるという議論を、障害がある人たちへの支援技術、支援機器においても行う必要がある．

　また、提供する情報（音声通報コンテンツ）が視覚に障害がある人たちのニーズを十分に満足するものであるかどうかという課題もある．現在は、個人情報の保護などの目的で音声符号化の利用が進められているようである．さらには、例えばスーパーのバーゲンセールなど身近な生活情報を、代替音声通報を介して入手できる環境の構築も必要であろう． 
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